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東部版

札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令

和
６
年
度
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。本

日
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
何
か
と
ご
多
忙
の
折
に
も

か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
ご
出
席
を
賜
わ

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
当
連
合
会
の
事

務
・
事
業
が
、
円
滑
に
執
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
の

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染
症
が
５
類
感
染
症

に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
経

済
活
動
が
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
、
人
の
移
動
が
活
発
に
な
り
、
地

域
活
動
も
活
性
化
し
、
全
国
の
老
人

ク
ラ
ブ
で
の
多
彩
な
活
動
も
大
き
く

動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
方
を
震
源
と
し
た
地
震
で
は
、

能
登
地
方
や
周
辺
地
域
で
多
く
の

方
々
が
被
災
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
被
害

を
受
け
た
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石

川
県
及
び
福
井
県
の
35
市
11
町
１
村

令
和
６
年
度　

札
老
連
定
時
総
会

令
和
６
年
度　

札
老
連
定
時
総
会

　

令
和
6
年
度
定
時
総
会
が
５
月
31

日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
札
幌
市
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

土
肥
勝
夫
札
老
連
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
来
賓
の
社
会
福
祉
法
人
札

幌
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
菱

谷
雅
之
様
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
篠
路
こ
ま
ど
り
ク
ラ

ブ
（
北
区
）
本
巣
道
幸
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
大
通
ふ

れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
中
央
区
）
千
葉
啓

子
氏
、
白
石
明
友
会
（
白
石
区
）
関

口
直
子
氏
の
２
名
を
指
名
後
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
並
び
に
役
員
選
任
案
の
説
明
が
あ

「
人
生
百
年
時
代
」に
向
け
て
の
取
り
組
み

「
人
生
百
年
時
代
」に
向
け
て
の
取
り
組
み

り
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
年
以
上
に
渡
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
２
類
か
ら
５
類

へ
と
変
更
さ
れ
、
概
ね
平
年
通
り
の

運
営
が
行
わ
れ
た
１
年
で
し
た
が
、

無
事
に
定
時
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ ライラックシニアクラブ （2）令和 6年 10月
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の
47
自
治
体
で
は
、
毎
日
の
生
活
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

大
変
に
ご
苦
労
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
全
国
に
い
る
仲
間
と
と
も
に
早
々

に
被
災
地
支
援
に
向
け
た
救
援
拠
金

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害

が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
が
、
胆
振

東
部
地
震
で
初
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

を
経
験
し
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
是
非
と
も
日

頃
か
ら
の
災
害
に
備
え
た
対
策
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
の

当
連
合
会
の
会
員
数
は
、
２
９
２
ク

ラ
ブ
、
１
３
８
２
１
人
と
な
り
、
昨

年
度
か
ら
、
16
ク
ラ
ブ
、
９
４
１
人

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
は
減
少
が
少
し
収
ま
り
つ
つ
あ

る
状
況
で
す
。
感
染
症
分
類
が
２
類

か
ら
５
類
へ
と
下
が
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
感
染
対
策
に
十
分
注
意
を
払

い
つ
つ
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
案
書
の
表
紙
に
も
掲
げ
て
あ
り
ま

す
が
、「
広
げ
よ
う
会
員
の
輪
！
」「
伝

え
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ
！
」

を
合
言
葉
に
、
引
き
続
き
、
感
染
対

策
を
講
じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
及

び
会
員
の
増
強
活
動
の
取
組
の
継
続

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
、
昨
年
３
月
に
創
立
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
先
人
の
皆

様
が
築
い
て
き
た
も
の
を
礎
と
し
て
、

令
和
６
年
度
の
基
本
方
針
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
本
年
は
「
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症

基
本
法
」
や
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
団
塊
世
代
」
の
全
て
の
方
が
75
歳
以

上
と
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
人
生
百

年
時
代
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
重
点

項
目
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
会
員

増
強
運
動
や
、
健
康
づ
く
り
・
友
愛

活
動
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
安
全
対

策
や
連
帯
感
の
高
揚
を
柱
と
し
て
事

業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

法
人
運
営
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
、
ご

出
席
の
皆
様
を
始
め
、
会
員
の
皆
様

と
ご
家
族
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
定
時
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特殊詐欺ニュース特殊詐欺ニュース 新型コロナウイルスに便乗した詐欺に注意！

予想される事例予想される事例（他県で同種のアポ電が発生しています）（他県で同種のアポ電が発生しています）

◦�市役所職員等をかたって電話をかけ義援金等を

振り込ませる！

◦市役所職員等をかたって自宅を訪問し「義援金�

　を集めている。」などと言って現金を受け取る！

◦�新型コロナウイルスに感染した身内を装い電話

等で現金を要求する！

防犯ポイント防犯ポイント
◆�公的機関などがこのような電話をかけ
ることは、絶対にありません !!
◆必ず誰かに相談する！
　絶対に現金等を渡してはいけません !!
　必ず家族や知人、警察に相談してくだ�
　さい。

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ（3） 令和 6年 10月
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札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

昨
年
３
月
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
数
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
全
国

的
に
も
外
出
自
粛
か
ら
の
閉
じ
こ
も

り
の
増
加
な
ど
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
停

滞
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
従
来
の

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
１
日
か
ら
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の

認
知
症
基
本
法
」
が
、
さ
ら
に
は
、

４
月
１
日
か
ら
「
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
今
年
度
中

に
は
、「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
言
わ

れ
て
い
る
団
塊
世
代
（
昭
和
22
年
か

ら
昭
和
24
年
生
ま
れ
）
の
全
て
の
方

が
75
歳
以
上
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
で
の

仲
間
づ
く
り
や
支
え
合
い
活
動
は
、

ま
さ
に
そ
の
理
念
と
合
致
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
我
々
、老
人
ク
ラ
ブ
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
恵
と
経
験

を
活
か
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
社
会

変
容
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
や
理
念

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
意
義
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
加
入
促
進
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を

迎
え
、
高
齢
者
人
口
が
３
割
を
占
め

る
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
原
点
で
あ
る
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
理
念
に
基
づ
き
、

健
康
づ
く
り
や
友
愛
活
動
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

や
「
地
域
共
生
社
会
」
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
連
合
会
に
お
い
て
は
「
広
げ
よ

う
会
員
の
輪
！　

伝
え
よ
う
老
人
ク

ラ
ブ
の
楽
し
さ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ⅱ  

事
業
の
重
点
項
目

　

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
次

の
３
つ
を
重
点
項
目
と
し
ま
す
。

（
１
）
札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

員
増
強
運
動
の
推
進

　

充
実
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
会
員
が

老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
や
有
効
性
へ
の

理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
活
動
や
友
愛
活
動
な
ど
具
体
的

な
活
動
を
通
じ
て
会
員
増
強
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
事
が
重
要
で
す
。

　

町
内
会
や
民
生
・
児
童
委
員
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
た
情
報
収
集
と

声
掛
け
、
さ
ら
に
は
、
解
散
や
休
部

ク
ラ
ブ
会
員
へ
の
再
勧
誘
な
ど
、
引

き
続
き
、「
勧
誘
か
ら
始
め
よ
う
！
」

「
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！
」「
ク
ラ

ブ
を
つ
く
ろ
う
！
」
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
連
合
会
の
愛
称
「
ラ
イ

ラ
ッ
ク
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
当
連
合
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
を
広
く
市

民
に
も
発
信
し
て
行
き
ま
す
。

（
２
）
健
康
づ
く
り
・
友
愛
活
動
の
推

進
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
の
影

響
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

り
、「
低
栄
養
」
や
「
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）」
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
明
る
く
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
健

康
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
本
は
健
康
づ
く

り
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
日
頃
か

Ⅰ  
基
本
方
針

令
和
６
年
度
事
業
計
画

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
定
時
総
会
議
案
書
よ
り
抜
粋
）

（
定
時
総
会
議
案
書
よ
り
抜
粋
）

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ ライラックシニアクラブ （4）令和 6年 10月
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ら
行
っ
て
い
る
、「
友
愛
活
動
（
電
話

や
訪
問
等
）」
が
、
会
員
、
地
域
の
高

齢
者
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
行
政

や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、
仲
間

や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
低
栄
養

予
防
や
継
続
的
な
フ
レ
イ
ル
予
防
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
友
愛
活
動
を
基
盤
と
し
た

幅
広
い
生
活
支
援
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
新
地
域
支
援
事
業
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
多
様
な

生
活
支
援
・
通
い
の
場
づ
く
り
、
見

守
り
支
援
、
健
康
づ
く
り
支
援
、
情

報
伝
達
支
援
活
動
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
会
員
の
安
全
対
策
及
び
連
帯
感

の
高
揚

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
安
全
対
策
と
連
帯

感
の
高
揚
の
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
傷

害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
促

進
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

拡
大
を
進
め
ま
す
。

Ⅲ  

事
業
実
施
計
画

　
（
１
）
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
振
興
及

び
周
知
に
関
す
る
事
業

　

札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
各
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
連
携
の
強

化
及
び
助
成
、
30
人
未
満
に
な
っ
た

単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
、
老
連
さ
っ

ぽ
ろ
の
発
行
、
札
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
普
及
・
活
用
、
社
会
奉
仕
活
動

の
推
進
な
ど
。

（
２
）
研
修
事
業

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
や
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
区
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
の

派
遣
な
ど
。

（
３
）
健
康
づ
く
り
事
業

　

札
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
決
勝
大
会
、

札
幌
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
の

継
続
な
ど
。

（
４
）
会
員
の
安
全
対
策
及
び
連
帯
感

の
高
揚

　

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
及
び
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
促
進
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
章
の
普
及
拡
大
、
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
た
高
齢
消
費
者
被

害
防
止
活
動
の
展
開
な
ど
。

寒い季節はご用心 すぐできる !
入浴事故対策

❶ 入浴前に脱衣所や浴
室を暖めましょう。❷ 湯温は 41 度以下、湯に

つかる時間は 10 分まで
を目安にしましょう。

❸ 浴槽から急に立ち上
がらないようにしま
しょう。

❹ 食後すぐの入浴、またアル
コールが抜けていない状態
の入浴は控えましょう。

❺ 精神安定剤、睡眠薬
などの服用後の入浴
は危険ですので注意
しましょう。

❻ 入浴する前に同居者に一
声かけて、見回ってもら
いましょう。

　高齢者の事故のうち、入浴事
故は交通事故よりも多い状態が
続いています。これらの多くが
「家」または「居住施設」の「浴
槽」における入浴中の事故であ
り、冬季に多く発生しているこ
とから、寒い季節は、特に注意
が必要としています。

入浴事故は入浴事故は
交通事故よりも多い !?交通事故よりも多い !?

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ（5） 令和 6年 10月



東部版

役職名 氏名 所属等
会長 土肥　勝夫 白石区老連会長
副会長 吉田　育夫 南区老連会長
副会長 菊地　富男 清田区老連会長
副会長 大物　由明 中央区老連会長
常任理事 工藤　勝美 北区老連会長
常任理事 星　　正博 東区老連会長
常任理事 大隈　芳弘 厚別区老連会長
常任理事 瀧口　　潔 豊平区老連会長
常任理事 原　　孝男 西区老連会長
常任理事 齊藤　　隆 手稲区老連会長
常任理事 小柳　優子 札老連女性部会部会長
常任理事 髙橋　　誠 札老連事務局長
理事（学識等） 西村　　剛 札幌市高齢保健福祉部長
理事（学識等） 毛利　泰大 札幌市生涯学習振興財団事務局長
理事（学識等） 小松　祐司 札幌市社会福祉協議会事務局次長
理事 三上　嵩男 中央区老連副会長
理事 武田　正人 北区老連副会長
理事 三上マリ子 東区老連副会長
理事 山中　忠典 白石区老連副会長
理事 仙道　正視 厚別区老連副会長
理事 村上　信雄 豊平区老連副会長
理事 村上　昭治 清田区老連副会長
理事 川幡　吉夫 南区老連副会長
理事 若狭　博光 西区老連副会長
理事 金山　昭博 手稲区老連副会長
理事 宮嶋　光子 札老連女性部会副部会長
監事（学識等） 和野　巧実 札幌市社会福祉協議会福祉施設部長
監事 藤森　　勲 厚別区老人クラブりらの会会長

令和６年度　札幌市老人クラブ連合会役職員令和６年度　札幌市老人クラブ連合会役職員

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ ライラックシニアクラブ （6）令和 6年 10月



東部版

区　名 老人クラブ名

北　区 屯田緑の里団地 若生会

北　区 九十九会

白石区 ゆうゆうクラブ

厚別区 プラビ西会

清田区 羊丘会

「
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
て
い

る
老
人
ク
ラ
ブ
（
５
ク
ラ
ブ
）」
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
は
、

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
寄
与
し
て
い

る
個
人
」
に
つ
い
て
は
推
薦
者
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

札
幌
市
で
は
、
例
年
９
月
の
高
齢

者
保
健
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、
高
齢

者
福
祉
に
つ
く
し
、
市
民
の
良
き
模

範
と
認
め
ら
れ
る
個
人
や
団
体
の
功

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
広
く
敬
老

思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
関
係

の
受
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
19
日
（
木
）
に
札
幌
市
役
所

に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
１
月
１
日
に
発
生
い
た
し
ま

し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
と
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
災
害
は
、
久
し
ぶ
り
に

ゆ
っ
く
り
と
帰
省
し
て
過
ご
せ
る
正

月
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
被
害
の

社会福祉の増進に
貢献している老人クラブ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震  

災
害
救
援
拠
金

災
害
救
援
拠
金

札
幌
市
長
表
彰　

札
幌
市
長
表
彰　

大
き
さ
と
と
も
に
日
頃
か
ら
の
防
災

意
識
を
強
く
印
象
付
け
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
救
援
拠
金

１
４
１
万
１
８
５
８
円
に
つ
き
ま
し

て
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

通
じ
て
、
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟

県
及
び
福
井
県
の
被
災
地
域
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
日
本
赤
十
字

社
等
へ
の
独
自
募
金
に
も
た
く
さ
ん

の
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

改
め
て
会
員
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ（7） 令和 6年 10月



東部版

令
和
６
年
度　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

高
齢
者
と
地
域
を
結
ぶ
活
動
の
ヒ
ン
ト

高
齢
者
と
地
域
を
結
ぶ
活
動
の
ヒ
ン
ト

７
月
７
月
2525
日
（
木
）、
令
和
６

日
（
木
）、
令
和
６

年
度
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

年
度
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・

全
道
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン

全
道
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修

テ
ィ
ア
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
、
北
海
道
立
道
民
活
動

会
が
、
北
海
道
立
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
か
で
る
２
・
７
）

セ
ン
タ
ー
（
か
で
る
２
・
７
）

か
で
る
ア
ス
ピ
ッ
ク
ホ
ー
ル

か
で
る
ア
ス
ピ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
内
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の

道
内
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
女

役
員
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
、
関
係
者
な
ど

性
リ
ー
ダ
ー
、
関
係
者
な
ど

１
８
６
名
（
札
幌
市
老
連
か

１
８
６
名
（
札
幌
市
老
連
か

ら
は
ら
は
8888
名
）
が
参
加
し
ま
し

名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
た
。研

修
会
の
午
前
は
、
北
海

研
修
会
の
午
前
は
、
北
海

道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

佐
々
木
茂
会
長
に
よ
る
あ
い

佐
々
木
茂
会
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
の
後
、
講
談
師
・
道
南

さ
つ
の
後
、
講
談
師
・
道
南

落
語
倶
楽
部
副
会
長　

荒
到

落
語
倶
楽
部
副
会
長　

荒
到

夢
形
氏
に
よ
る
「
益
田
喜
頓

夢
形
氏
に
よ
る
「
益
田
喜
頓

伝
」「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー

伝
」「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー

ク
伝
」
の
講
談
が
行
わ
れ
ま

ク
伝
」
の
講
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
全
国
老
人

休
憩
を
挟
み
、
全
国
老
人

◆
開
　
会

ク
ラ
ブ
連
合
会　

松
島
紀
由

ク
ラ
ブ
連
合
会　

松
島
紀
由

常
務
理
事
に
よ
る
基
調
講
演
、

常
務
理
事
に
よ
る
基
調
講
演
、

千
歳
市
自
由
ヶ
丘
町
内
会
桜

千
歳
市
自
由
ヶ
丘
町
内
会
桜

寿
会　

池
本
勉
会
長
、
札
幌

寿
会　

池
本
勉
会
長
、
札
幌

市
豊
平
区
旭
水
ク
ラ
ブ　

瀧

市
豊
平
区
旭
水
ク
ラ
ブ　

瀧

口
潔
会
長
に
よ
る
事
例
発
表

口
潔
会
長
に
よ
る
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
札
幌
市
老
人
ク

が
行
わ
れ
、
札
幌
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会　

土
肥
勝
夫
会

ラ
ブ
連
合
会　

土
肥
勝
夫
会

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
閉
会

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
基
調
講
演
で
は
「
老

今
回
、
基
調
講
演
で
は
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
、
現
在
の
高
齢
者
や

と
題
し
、
現
在
の
高
齢
者
や

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
及
び
そ

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
及
び
そ

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
大

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
大

変
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、

変
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、

事
例
発
表
で
は
、
発
表
者
の

事
例
発
表
で
は
、
発
表
者
の

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
具
体
的

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
具
体
的

な
活
動
内
容
や
取
り
組
み
を

な
活
動
内
容
や
取
り
組
み
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
に
根
ざ
し
た
老
人

ら
の
地
域
に
根
ざ
し
た
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
し
、
次

ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
し
、
次

代
に
つ
な
げ
る
う
え
で
ヒ
ン

代
に
つ
な
げ
る
う
え
で
ヒ
ン

ト
と
な
る
大
変
有
意
義
な
研

ト
と
な
る
大
変
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

修
と
な
り
ま
し
た
。

ライラックシニアクラブ ライラックシニアクラブ （8）令和 6年 10月

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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講
談

①
「
益
田
喜
頓
伝
」

②
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
伝
」

講
談
師
・
道
南
落
語
倶
楽
部

�

副
会
長　

荒
到　

夢
形　

氏

◆
講
　
演

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　

常
務
理
事　

松
島　

紀
由　

氏

◆
基
調
報
告

北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
　

佐
々
木　

茂　

会
長

札
幌
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　

土
肥　

勝
夫　

会
長

◆
開
　
会

◆
閉
　
会

「
自
由
ヶ
丘
町
内
会
桜
寿
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

千
歳
市
自
由
ヶ
丘
町
内
会
桜
寿
会

�

会
長　

池
本　

勉　

氏

「
旭
水
ク
ラ
ブ
の
現
状
お
よ
び
活
動
報
告
」

札
幌
市
豊
平
区
旭
水
ク
ラ
ブ

�

会
長　

瀧
口　

潔　

氏

◆
事
例
発
表

ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ライラックシニアクラブ（9） 令和 6年 10月

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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◆
中
央
区

津
和
野
路
で
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
錦
鯉

　

二
万
匹
泳
ぐ
堀
割
り
に

	

山
鼻
和
楽
会�

赤
間
　
紀
子

カ
ラ
オ
ケ
の
な
つ
か
し
き
歌
聞
く
ご
と
に

　

若
か
り
し
日
を
思
い
出
す
わ
れ

	

円
山
西
町
幌
見
会�

横
田
　
雅
浩

◆
北
区

終
戦
を
知
ら
ず
に
逝
き
し
わ
が
父
の

　

想
い
出
も
な
く
八
十
路
と
な
り
ぬ

	

屯
田
睦
美
会�

髙
橋
由
紀
子

八
十
す
ぎ
吟
を
習
い
て
日
々
た
の
し

　

吟
じ
る
ほ
ど
に
お
く
深
き
か
な

	

新
川
福
寿
会�

成
田
ス
ズ
子

友
か
ら
の
月
に
一
度
の
便
り
あ
り

　

学
生
時
代
に
か
え
る
ひ
と
ゝ
き

	

十
三
の
会�

西
田
　
樹
子

冬
の
日
の
戻
り
し
母
の
角
巻
の

　

中
か
ら
焼
き
芋
匂
い
プ
ン
プ
ン

	

十
三
の
会�

岸
本
　
ミ
ヨ

目
が
覚
め
て
窓
を
開
け
れ
ば
薄
暗
い

　

朝
だ
か
夕
方
か
わ
か
ら
な
い

	

十
三
の
会�

日
暮
　
和
雄

故
郷
が
同
じ
友
逝
く
懐
し
い

　

遊
び
盛
り
の
少
年
時
代

	

篠
路
中
央
ク
ラ
ブ�

髙
松
　
幸
夫

短　

歌

短　

歌

風
鈴
の
か
す
か
に
ゆ
れ
て

　

風
待
ち
の
我
一
人
居
の
昼
寝
か
な

	

篠
路
中
央
ク
ラ
ブ�

林
　
　
歌
子

そ
ち
こ
ち
の
友
逝
く
を
聞
き
若
き
日
の

　

思
い
出
偲
び
老
老
介
護

	

篠
路
中
央
ク
ラ
ブ�

松
原
喜
代
美

◆
白
石
区

琵
琶
の
音
と
物
語
の
中
に
入
り
ゆ
く

　

能
楽
堂
の
こ
の
静
寂
に

	

白
石
中
央
五
福
会�

重
川
　
啓
子

の
こ
さ
れ
し
命
い
か
程
シ
グ
ナ
ル
の

　

青
に
守
ら
れ
凍
て
道
歩
む

	

川
下
老
人
ク
ラ
ブ�

佐
藤
　
園
枝

先
人
の
心
血
注
ぐ
白
石
の

　

歴
史
読
み
終
え
歳
月
思
う

	

川
下
老
人
ク
ラ
ブ�

佐
藤
　
広
子

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ガ
ザ
の
停
戦
即
時
せ
よ

　

正
を
掲
げ
し
不
正
義
止
め
て

	

北
都
明
生
会�

西
出
　
欣
司

◆
厚
別
区

老
親
の
介
護
必
要
忘
れ
ご
と

　

認
知
症
と
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い

	

青
葉
ク
ラ
ブ�

古
川
　
早
苗

忘
失
の
夫
の
笑
顔
に
救
わ
れ
ん

　

残
る
記
憶
に
妻
ま
だ
住
め
り

	

上
野
幌
双
葉
会�

梶
谷
　
幸
子

輪
厚
川
鳥
の
さ
え
ず
り
蛙
の
声
も

　

カ
モ
や
ダ
イ
サ
ギ
舞
い
降
り
て
き
つ

	

寿
楽
会�

鎌
倉
　
洋
子

人
生
は
百
年
時
代
と
励
ま
さ
れ

　

半
人
前
に
む
ち
打
つ
一
日

	

寿
楽
会�

松
井
　
静
子

夜
の
空
見
事
に
吹
き
し
き
ら
き
ら
と

　

澄
ん
だ
空
気
の
冬
花
火
音

	

寿
楽
会�

田
崎
　
右
晃

庭
に
咲
く
牡
丹
芍
薬
薔
薇
空
木

　

赤
白
ピ
ン
ク
緑
陰
に
南
風

	

寿
楽
会�

山
田
美
代
子

夕
焼
け
の
利
尻
見
せ
た
し
書
き
呉
れ
し

　

や
さ
し
教
え
子
遠
く
旅
立
つ

	

厚
別
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
村
ハ
ツ
ミ

漆
黒
の
夜
空
に
映
え
る
大
輪
に

　

現
世
の
夢
子
ら
の
歓
声

	

厚
別
中
央
寿
会�

佐
伯
　
　
勲

京
極
水
籾
の
芽
だ
し
や
羊
蹄
山

　

班
雪
見
て
田
園
を
起
す

	

南
旭
町
し
ら
か
ば
会�

田
邊
　
昭
信

菜
園
の
胡
瓜
も
ぎ
取
り
浅
漬
け
し

　

夕
餉
の
卓
の
夏
の
彩
り

	

森
林
公
園
町
内
緑
友
会�

一
口
　
芳
勝

ビ
ル
街
を
吹
き
抜
け
る
風
ほ
ん
の
り
と

　

花
の
か
ほ
り
を
含
み
て
ゐ
た
り

	

高
齢
者
ク
ラ
ブ
も
み
じ
台
み
な
み
会�

服
部
　
和
子

◆
清
田
区

慕
情
の
街
日
ご
と
に
変
わ
る
色
葉
見
て

　

齢
を
重
ね
楽
し
い
想
い

	

清
田
高
台
高
寿
会�
五
十
川
松
美

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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俳　

句

俳　

句

◆
中
央
区

孫
の
歩
に
合
わ
せ
て
踊
る
下
駄
の
音

	

山
鼻
和
楽
会�

日
野
　
節
子

吾
子
積
み
し
山
蕗
き
ざ
む
母
と
な
る
夕

	

円
山
西
町
幌
見
会�

小
倉
　
範
子

◆
北
区

紅
葉
に
映
え
る
太
文
字
「
熊
注
意
」

	

屯
田
睦
美
会�

遠
藤
　
静
江

青
空
に
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
赤
ト
ン
ボ

	
北
区
中
央
老
人
ク
ラ
ブ�

斉
藤
　
洋
子

逃
げ
回
る
夜
店
の
金
魚
掬
い
け
り

	

北
区
中
央
老
人
ク
ラ
ブ�

千
葉
　
藤
雄

ふ
き
の
と
う
春
の
匂
い
を
ま
き
ち
ら
し

	

十
三
の
会�
伊
藤
千
鶴
子

は
し
ゃ
ぐ
声
大
き
な
像
に
ま
う
ゆ
き
に

	

十
三
の
会�

熊
田
み
ゆ
き

山
笑
ふ
山
菜
と
り
だ
ひ
ざ
笑
ふ

	

十
三
の
会�

新
槇
　
輝
子

ね
ぎ
鮪
鍋
手
前
の
具
材
更
に
寄
せ

	

十
三
の
会�

近
江
　
洋
子

あ
ず
ま
や
の
テ
ナ
ー
の
調
菖
蒲
池

	

十
三
の
会�

近
江
　
芳
久

花
菖
蒲
舞
妓
の
帯
に
似
た
り
け
り

	

あ
い
の
里
藍
寿
会�

小
野
寺
直
人

逝
き
し
夫
天
で
集
り
カ
ラ
オ
ケ
か

	

篠
路
中
央
ク
ラ
ブ�

藤
原
　
明
美

秋
虫
と
待
酔
草
の
命
な
れ

　

又
も
会
ふ
と
の
誓
い
か
な
わ
ず

	
清
田
高
台
高
寿
会�

佐
藤
飛
利
美

◆
南
区

六
寿
会
友
と
語
り
し
楽
し
み
は

　

明
日
に
つ
な
が
る
老
の
よ
ろ
こ
び

	

澄
川
六
寿
会�
稲
葉
　
一
子

老
犬
の
歩
み
に
合
わ
せ
老
夫
婦

　

声
を
か
け
つ
つ
木
漏
れ
日
の
中

	

中
ノ
沢
渓
楓
会�

武
田
　
七
郎

法
の
も
と
先
に
進
め
じ
日
の
も
と
の

　

あ
つ
き
思
い
を
か
な
え
る
す
べ
は

	

中
ノ
沢
渓
楓
会�

渡
邉
　
一
義

終
焉
が
生
き
し
日
々
を
ば
輝
か
す

　

掛
替
え
の
な
き
今
日
を
生
き
な
む

	

藤
野
高
台
ク
ラ
ブ�

古
川
　
洋
一

◆
西
区

セ
ー
ヌ
川
を
船
で
下
る
も
遥
か
な
り

　

今
選
手
団
は
大
型
船
で

	

西
野
中
立
白
梅
会�

田
上
コ
ト
子

子
ら
は
し
ゃ
ぎ
地
域
の
ま
つ
り
か
き
氷

　

は
じ
め
て
使
う
自
分
の
さ
い
ふ

	

宮
の
沢
中
央
老
人
ク
ラ
ブ�

鈴
木
サ
チ
子

木
漏
れ
日
の
白
樺
道
に
歩
み
き
て

　

ふ
れ
る
静
か
さ
心
あ
ら
わ
れ

	

発
寒
南
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ�

斉
藤
　
　
應

新
盆
や
想
い
で
多
き
墓
参
り

	

篠
路
中
央
ク
ラ
ブ�

高
田
し
ず
代

◆
白
石
区

墨
染
め
の
絽
の
裾
さ
ば
き
僧
来
た
る

	

北
郷
長
寿
会�

角
田
あ
や
子

大
蜘
蛛
や
網
の
真
ん
中
庭
の
主

	

北
郷
長
寿
会�

畑
山
　
幸
子

夏
空
に
子
ら
の
制
服
白
き
シ
ャ
ツ

	

北
郷
長
寿
会�

村
上
　
美
和

熱
い
夏
一
人
足
り
な
い
隙
間
か
な

	

北
郷
長
寿
会�

秦
　
　
陽
子

夏
日
陰
過
ぎ
ゆ
く
日
々
は
戻
ら
な
い

	

北
郷
長
寿
会�

黒
崎
眞
由
美

雨
の
音
リ
ズ
ム
は
ワ
ル
ツ
春
の
午
後

	

北
郷
長
寿
会�

田
頭
　
り
よ

空
知
野
の
畦
を
染
め
ゆ
く
鼓
草

	

北
郷
長
寿
会�

岡
　
　
雅
子

望
郷
が
千
と
広
が
る
秋
の
雲

	

東
川
下
親
和
会�

江
川
　
春
美

◆
厚
別
区

廃
坑
に
消
え
し
山
坂
万
緑
に

	

寿
楽
会�

山
田
み
ゆ
き

両
の
手
を
開
い
て
猫
の
初
あ
く
び

	

寿
楽
会�

影
浦
　
貞
宏

マ
ス
ク
し
て
声
出
す
こ
と
を
忘
れ
お
り

	

寿
楽
会�
山
本
　
良
子

雪
囲
い
外
し
て
風
の
そ
よ
そ
よ
と

	

寿
楽
会�

吉
岡
　
一
枝

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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林
間
に
諸
鳥
鳴
い
て
薄
暑
く
る

	
厚
別
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

北
川
　
啓
子

今
昔
の
涙
変
わ
ら
ず
梅
若
忌

	

厚
別
中
央
寿
会�

小
林
　
厚
子

若
葉
ゆ
れ
風
は
口
笛
窓
ゆ
ら
す

	

南
旭
町
し
ら
か
ば
会�

中
村
ロ
ク
ヨ

踏
ま
れ
て
も
六
月
の
花
立
ち
あ
が
る

	

南
旭
町
し
ら
か
ば
会�
滝
沢
　
祇
董

孫
は
し
ゃ
ぐ
実
っ
た
菜
園
秋
天
や

	

森
林
公
園
町
内
緑
友
会�

余
湖
　
宏
昌

◆
清
田
区

リ
ラ
冷
え
の
田
植
え
冷
た
し
花
こ
ぶ
し

	

清
田
高
台
高
寿
会�

中
山
　
民
子

ス
ギ
ナ
抜
き
タ
ン
ポ
ポ
抜
い
て
咲
く
紫
陽
花

	

清
田
高
台
高
寿
会�

米
田
　
寛
子

花
き
れ
い
あ
な
た
も
き
れ
い
夏
が
来
る

	

清
田
高
台
高
寿
会�

伊
藤
　
卓
治

寒
椿
さ
よ
な
ら
し
た
い
綿
帽
子

	

里
塚
中
央
友
の
会�

石
川
千
佳
子

西
瓜
好
き
種
出
す
妻
の
顔
無
心

	

清
田
悠
悠
ク
ラ
ブ�

石
本
　
雪
鬼

◆
南
区

過
ぎ
し
日
の
想
ひ
は
巡
る
秋
の
波

	

中
ノ
沢
渓
楓
会�

速
水
千
代
子

空
蟬
や
命
尽
き
そ
む
杜
の
中

	

中
ノ
沢
渓
楓
会�

進
藤
　
　
薫

重
畳
の
雲
は
崩
れ
て
秋
逝
け
り

	

中
ノ
沢
渓
楓
会�

進
藤
　
直
樹

◆
西
区

あ
つ
い
夏
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
五
輪
の
わ

	

西
野
昭
和
昭
寿
会�

杉
本
ノ
リ
子

流
星
の
宇
宙
に
ロ
マ
ン
満
ち
み
ち
し

	

八
軒
寿
会�

早
坂
　
佳
子

◆
手
稲
区

緋
衣
の
哀
し
き
ゆ
め
や
鬼
灯
市

	

新
発
寒
長
生
ク
ラ
ブ�

太
田
　
新
生

青
嵐
小
鳥
の
さ
え
ず
り
杖
と
聞
く

	

手
稲
富
丘
ク
ラ
ブ�

永
井
　
継
一

木
も
れ
日
の
中
を
抜
け
れ
ば
青
の
池

	
朝
日
朝
寿
会�

小
野
寺
　
敦

ダ
イ
コ
ン
の
ま
い
て
た
の
し
み
夏
の
空

	

朝
日
朝
寿
会�

栗
野
　
悦
子

寝
苦
し
き
日
々
も
過
ぎ
た
り
今
朝
の
秋

	

稲
積
公
園
西
ふ
れ
あ
い
友
の
会�
阪
川
あ
き
ら

子
鴉
の
そ
ろ
り
近
づ
く
添
水
か
な

	

稲
積
公
園
西
ふ
れ
あ
い
友
の
会�

石
塚
　
危
行

◆
中
央
区

瘦
せ
た
け
ど
体
型
変
ら
ず
腹
を
も
む

	

山
鼻
和
楽
会�

山
本
　
憲
一

曇
り
だ
が
笑
え
ば
い
い
の
自
分
か
ら

	

円
山
西
町
幌
見
会�

松
島
　
幸
和

夫
と
い
た
思
い
出
ば
か
り
五
十
年

	

円
山
西
町
幌
見
会�

後
藤
　
正
子

議
員
と
は
ご
ま
か
す
力
が
す
ぐ
れ
も
の

	

円
山
西
町
幌
見
会�

清
造
　
龍
二

見
誤
る
な
人
工
知
能
ほ
ん
と
か
な

	

円
山
西
町
幌
見
会�

照
井
　
靖
征

◆
北
区

晴
れ
や
か
に
創
立
む
そ
じ
あ
り
が
た
や

	

新
川
福
寿
会�

荻
根
澤
則
文

高
齢
化
久
し
い
友
の
顔
わ
す
れ

	

新
川
福
寿
会�

館
野
　
健
悦

先
生
も
同
期
に
見
え
る
ク
ラ
ス
会

	
拓
北
ひ
ま
わ
り
長
寿
会�

村
上
　
軍
時

晩
酌
は
菓
子
も
つ
ま
み
に
二
刀
流

	

拓
北
ひ
ま
わ
り
長
寿
会�

福
本
　
達
夫

当
ク
ラ
ブ
笑
顔
た
え
な
い
福
の
神

	

北
区
中
央
老
人
ク
ラ
ブ�

金
内
　
　
有

か
ら
元
気
出
し
て
来
ま
し
た
十
三
の
会

	

十
三
の
会�
炭
谷
　
戈
子

川　

柳

川　

柳

私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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我
が
息
子
退
職
辞
令
を
忘
き
母
へ

	
十
三
の
会�

本
多
　
政
春

こ
の
店
も
苦
手
打
つ
先
セ
ル
フ
レ
ジ

	

十
三
の
会�

荒
谷
　
時
恵

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
近
づ
く
セ
コ
マ
イ
ー
ト
イ
ン

	

十
三
の
会�
堀
　
　
利
子

◆
東
区

会
の
名
に
恥
じ
ぬ
女
の
力
瘤

	

本
町
老
盛
会�

鈴
木
　
郁
子

ま
だ
や
れ
る
今
年
卒
寿
に
あ
る
気
概

	

本
町
老
盛
会�

岩
佐
　
昭
弘

歓
声
を
テ
レ
ビ
が
伝
え
る
甲
子
園

	

本
町
老
盛
会�

飛
田
　
隆
一

動
く
老
人
敬
老
パ
ス
で
縛
り
ま
す

	

共
栄
東
明
水
会�

髙
田
　
勲
夫

眼
力
は
脳
が
健
や
か
老
い
の
意
気

	

共
栄
東
明
水
会�

原
　
　
一
驤

震
災
に
く
じ
け
ず
光
か
れ
輪
島
塗
り

	

共
栄
東
明
水
会�

石
田
　
隆
雄

ブ
ギ
ウ
ギ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
朝
支
度

	

共
栄
東
明
水
会�

垣
内
三
智
子

薬
よ
り
サ
プ
リ
が
多
い
薬
箱

	

共
栄
東
明
水
会�

芳
賀
　
睦
子

魚
の
骨
喉
に
さ
さ
っ
て
病
院
へ

	

共
栄
東
明
水
会�

住
友
　
和
子

定
山
渓
高
値
で
行
け
ぬ
奥
座
敷

	

共
栄
東
明
水
会�

前
谷
　
力
男

◆
白
石
区

改
憲
で
平
和
憲
法
ゆ
れ
う
ご
く

	

白
石
駅
前
百
年
会�

中
川
　
義
一

◆
厚
別
区

親
父
ギ
ャ
グ
す
べ
て
通
じ
ぬ
う
ち
の
妻

	

寿
楽
会�

高
嶋
　
克
明

日
航
機
生
死
を
分
け
た
十
八
分

	

寿
楽
会�

小
野
久
美
子

竹
の
子
の
踊
る
姿
は
釜
の
中

	

厚
別
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

佐
々
木
靖
子

大
雪
で
投
げ
て
も
減
ら
ぬ
雪
の
山

	
厚
別
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

有
馬
　
勝
利

そ
ば
作
り
初
め
て
手
に
す
る
そ
ば
粉
か
な

	

厚
別
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

山
野
美
津
江
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自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合＊1も対象となります。１人1口加入で年齢制限はありません

● 掛金タイプと補償内容

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単
位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続
きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

所属する単位老人クラブがあらかじめ計画・実施する活動、市区町村（地区・校区）から全国までの各老
連が主催する活動イベント、老人クラブ関係者として他団体の活動への参加（往復途上を含む）

2024年10月始期
2025年  4月始期版

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

（複数口加入はできません）。

傷 害 保 険〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。自分のケガは対象になりません。
賠償責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉老人クラブ

老人クラブ

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）
【老人クラブ賠償責任保険】施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明
な点は、代理店までお問い合わせください。 2024年2月作成　23TC-008004

● 保険始期月
　 および保険期間 10月

  4月
2024年
2025年

2024年
2025年

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2024年7月15日～9月15日まで
2025年1月15日～3月15日まで

保険始期月 保険期間

タイプ

補償内容
（保険金額）

クラブ活動中(往復途上を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上を含む)の

ケガを補償します。

掛  金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型 活  動  型

8,000円／年 5,000円／年 3,500円／年 1,000円／年 500円／年12,000円／年

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

1事故につき30日限度

1事故につき30日限度

430万円
（260万円）
170万円
（ー）
6,600円
（2,600円）
4,100円
（1,500円）

320万円
（235万円）
85万円
（ー）
3,600円
（1,600円）
2,100円
（800円）

283万円
（198万円）
85万円
（ー）
3,600円
（1,600円）
2,100円
（800円）

195万円
（150万円）
45万円
（ー）
2,200円
（1,200円）
1,250円
（600円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

【クラブ活動中とは】

■ 8,000円タイプには「個人賠償責任補償」（1億円限度）、「地震・噴火・津波補償」の特約が付いています。
■12,000円タイプには「個人賠償責任補償」（1億円限度）、「地震・噴火・津波補償」、「熱中症補償」の特約が付いています。

（1人あたり）
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私たちは札幌市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ライラックシニアクラブ ライラックシニアクラブ （16）令和 6年 10月


